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ＨＩＶ感染者・エイズ患者の人権 
                           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

挿絵 ： 濱本 幸男さん （市内在住） 
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発   行  
相生市教育委員会  
（人権教育推進室）  
電話２３－７１４５  
平成２９年２月号  
（第３２号）  

悪いうわさや感染情報が  
他人に伝えられること  

 

治療や入院の拒否  

就職・職場での不利な扱い  

公共施設などの利用での  
不当な扱い  

 

結婚問題での周囲の反対  

無断でエイズ検査の実施  

入学・学校での不利な扱い  

（％） 

 

ＨＩＶ感染者・エイズ患者の人権侵害について、あなたが特に問題があると思われ

るのはどのようなことですか。  

（複数回答  選択は３つまで）「２５年人権に関する県民意識調査より」  

 

昭和５６年に世界で初めて症例が発見されて以来、

ＨＩＶ感染症は世界中に広がりました。平成２７年末

の時点で、ＨＩＶ感染者は世界中で３６７０万人とさ

れています。  

 症例が発見された当初は治療法がなく、報道などで

この病気の恐ろしさのみが強調されて伝えられまし

た。こうして人々の間に生じた誤解や偏見から、現在

でも採用が取り消されるなど、ＨＩＶ感染を理由とす

る人権侵害が起こっています。 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項   目  

①「エイズ」と「ＨＩＶ」は表記上に違いはありますが、同じ症状の

病気のことを表している。  
（はい・いいえ） 

②ＨＩＶウィルスは感染力が弱く、同じ

職場や学校での生活、せきやくしゃみ

などでは感染しない。  

 

 

（はい・いいえ） 

③医療技術の進歩や関係機関の啓発活動などによって、現在の日本に

おいて新規のＨＩＶ感染者の報告はほとんどなく、エイズ患者数も

減ってきている。  

（はい・いいえ） 

④近年の医療技術の進歩によって、ＨＩＶに感染しても完治すること

ができる。  
（はい・いいえ） 

⑤エイズに関して偏見をもたないこと、ＨＩＶ

とともに生きる人々を差別しないという運

動として、レッドリボンをつける運動があり

ます。  

 

（はい・いいえ） 

マイノリティーの方の問題については、関心

の有無によって、個々の情報量に大きな違いが

生じてしまうことがあります。その結果、日常

の場面において、知らず知らずのうちにその立

場の方や家族に対して、傷つけてしまうような

発言をしてしまったり、誤った情報をもとに判

断してしまったりするなど、相手の人権を侵害

してしまうことがあります。  

自分のもっている情報や知識の中に誤りがな

いか振り返ってみることが大切ですね。以下の

ＨＩＶ・エイズに関する項目の正誤について、

確認してみませんか。  



①の答え【  いいえ  】  

ＨＩＶは、ヒト免疫不全ウイルスのことです。エイズは、「後天性免疫不全症候

群」のことで、「生まれた後にかかる免疫の働きが低下することにより生じるいろ

いろな症状の集まり」という意味です。エイズはＨＩＶに感染することによって発

症します。ＨＩＶに感染した人をＨＩＶ感染者、ＨＩＶに感染しエイズを発症した

人がエイズ患者と言われます。  

②の答え【  はい  】  

ＨＩＶは感染力が弱く、電車のつり革、お風呂やプール、蚊やノミに刺される、

せき・くしゃみ・汗、洋式トイレの便座、握手、同じ職場などでの生活、同じ皿の

料理を食べるなどでは感染しません。ＨＩＶは主に３つの経路（性行為による感染、

血液を介しての感染、母子感染）で、感染します。  

③の答え【  いいえ  】  

日本において平成 27 年に新たに報告されたＨＩＶ感染者は１ ,００６人、エイズ

患者は４２８人です。新たなＨＩＶ感染者数は、平成 19 年から多少の上下はあり

ますが横ばいが続いています。  

④の答え【  いいえ  】  

いまのところ、体の中のＨＩＶを完全に取り除く治療法はありません。しかし、

抗ＨＩＶ療法の進歩によって、エイズを発症する前にＨＩＶ感染を知り、適切な治

療を受け継続すれば、感染前と変わらない日常生活を送ることができるようになり

ました。  

⑤の答え【  はい  】  

レッドリボンは、古くからヨーロッパに伝承される風習の一つで、病気や事故で

人生を全うできなかった人々への追悼の気持ちを表すものでした。アメリカでエイ

ズが社会的な問題になってきた平成 2 年ごろから、エイズで亡くなった人への追悼

の気持ちとエイズに苦しむ人々への理解と支援の意思を表すために「レッドリボン

運動」が始まりました。いまは、国境を超えた世界的な運動として発展しています。 

公益財団法人エイズ予防財団「ＨＩＶ・エイズの基礎知識」 

厚生労働省エイズ動向委員会「平成 27 年エイズ発生動向」より 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国内において、ＨＩＶやエイズについてテレビ

や新聞などメディアに取り上げられる機会が減っ

てきています。ＨＩＶ感染やエイズ発症の症例が

初めて発見された当時に比べ、正しい情報が広ま

りある程度認識されたことで、世間の関心が低く

なったことが理由の一つと言われています。  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「自分を守る」「自分たちを守る」という気持ちをも

つことは当然のことと言えますが、考えなければならな

いこともあるように思えます。不安や恐れが増せば増す

ほど、排除や差別といった人権侵害につながりかねませ

ん。相手の立場になって考えること、関心をもつことか

ら始めたいですね。  

「未知なもの」「恐れ」から、風評被害や人権侵害につながった事例  
 

○  昭和２９年のビキニ環礁での核実験で第５福竜丸が被ばくした際に、「マ

グロ・カツオ」はすべて危険だといったうわさによって販売量が減り、魚屋

や漁業者が大きな被害を受けました。  

 

○  国内でエイズ発症が確認された当初、「２次感染を防ぐためのやむ得ない

報道」と称して、感染者や患者のプライバシー保護の観点が欠如されたよう

な報道がなされました。  

 

○  ハンセン病療養所の入所者がホテルに宿泊を希望した際に、入所者である

こと理由に宿泊を拒否されるといった元ハンセン病患者への差別的な扱いが

生じました。   

 

○  東日本大震災の後、福島ナンバーの車が給油を断られたり、福島県からの

転入者がスクリーニング（放射能検査）証明書の提示を求められたり、福島

県民への差別的な扱いが生じました。  

 

ＨＩＶやエイズに対して、「自分とは遠い世界の

出来事である」「自分とは無関係だ」と無関心でい

ることで、新しい情報の入手に消極的になったり、

正しいかどうかの判断があいまいになったりしが

ちです。そこから思い込みや偏見につながる場合

もあります。  

ＨＩＶ感染・エイズ発症について、誰もが関係

する可能性があるという意識をもつことが大切で

すね。  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

音声コードとは、印刷物に掲載された文字情報を二次元

のバーコードに変換したもので、専用の読み取り装置や専

用のアプリをインストールしたスマートフォンや携帯電話

を使用することで、記録された情報を音声で得ることがで

きます。  

この音声コードは、1.8 ミリメートル四方の大きさで、コ

ード１つには、漢字を含めた約 800 文字の情報を入れることができます。  

これまで、文書からの情報入手が難しかった視覚障害の方をはじめ高齢者

や外国の方などが、情報を入手しやすくするためのものです。  

  

この切り込みは、音声コードがある位

置を表すためについています。視覚障害

のある方がさわって音声コードの位置を

わかるようにするためです。  

この切り込みは、音声コードが片面の

みにある場合は半円が１つで、両面にあ

る場合は半円が２つ、用紙の端に近い場

所に入れられます。  

 

 

 

 

 

  ↑切り込みの数と音声コード  

 

右のリーフレットのように

資料のすみに半円で切り取ら

れた部分がある印刷物を見か

けられたことはありませんか。 

この切り取られた半円の部

分には、どんな意味があるの

でしょうか。  

 

人人人権権権 トトトピピピッッックククススス   



【 感謝の気持ちを伝えていますか 】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

家庭、学校、地域、職場。社会生活を営んでいく中で、

人間関係を円滑にすることは大切な事と言えます。そし

て、ギクシャクした関係を改善し、良好な関係を作るた

めの言葉の一つに、「感謝の気持ちを表す言葉」があり

ます。相手から「ありがとう」「ありがとうございます」

「感謝しています」と声を掛けられると、つい笑みが浮

かびます。  

誰もが感謝の気持ちをうまく伝える事ができるよう

になるといいですね。  

 

右の資料は、「わたした

ちの道徳（文部科学省）

１・２年生」の中に掲載

されている「お世話にな

っている人にかんしゃし

て」という教材です。  

身近で日ごろお世話に

なっている人々の存在に

気づき、その人々に感謝

する気持ちを具体的な言

葉にして、行動に表すこ

とをねらいとしていま

す。  

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「ありがとう」は魔法の言葉  

道徳の授業で、「ありがとう」という言葉についての感想を書く機会が

ありました。まず、最近どんな時に言ってもらったかというと、トライ

やるウィークで老人ホームの利用者の方の髪をドライヤーで乾かした

り、お菓子を配ったりした時に「ありがとう」と言ってもらいました。

また、あまりうまくしゃべれず、手もあまり動かない方の食事の補助を

した時に声には出ていないけど、「ありがとう」と言ってもらいました。

その時、私はとてもうれしかったです。小学校の時に、「ありがとう」は

魔法の言葉という勉強をしました。正直、当時は気にもとめず、その話

を流して聞いていたけれど、今回は実体験に基づく話で、本当に魔法の

力を持っているんだなと思いました。先生がおっしゃったとおり、一回

腹が立った時に、「ありがとう」と心の中で言ってみようと思います。ま

た、たとえ小さなことでも、誰に対しても、「ありがとう」と言ってみよ

うと思いました。自分にとって、「ありがとう」という言葉は、言っても

らったらどんなことでもうれしいので、相手にもうれしいと思ってもら

えるよう、「ありがとう」と言おうと思います。  

市内中学生「澄んだ瞳第 62 号より」  

 

ありがとうについて  

クロスワードパズルの答え「ありがとう」という言葉ですが、家族や

職場でのこの一言「ありがとう」が私の人生を明るく楽しくしてくれて

います。言葉で伝える事の大切さ、自分も周りの人も笑顔になるのを実

感できます。    

市内 30 代女性「ひとみ 11 月号の感想より」  

 

「ありがとう」は相手も自分も幸せにしてくれ

る言葉と言われます。恥ずかしかったり、照れく

さかったりで、素直に伝えられないときもあるで

しょう。感謝の気持ちはあるのだけど、妙に改ま

った感じがしてつい言えなかったり、目を合わせ

ずに消え入りそうな小声で言ってしまったりし

た経験がある方もいらっしゃるのではないでし

ょうか。  

お世話になった方に感謝の気持ちを伝える事

をとおして、助け合い支え合う関係を再認識でき

るといいですね。  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

人権ふれ愛コンサートのご意見・ご感想 

人権ふれ愛コンサート（１２月３日開催）へのご

参加ありがとうございました。次のようなご意見・

ご感想がありました。  

 

〇  フルートとオカリナの音色もさることながら、

６弦ベースの多才な演奏に心ゆすぶられました。

数年前に短大の同窓会で初めてエスペランサの  

演奏と講演会の出会いがありました。今回は扶桑電通なぎさホールのすばらしい

音響の中での演奏で、ここちよく聴かせていただきました。一生治癒することの

ない難病と闘うのではなく、持病と夢・希望に満ちた人生を共に生きるからこそ、

今があるのではないかと思いました。  

〇  「クローン病」のことを初めて知りました。生きる喜びや夢の実現に向かい、

これからの人生を歩んでいきたいと思いました。  

〇  フルートとオカリナの音色が心にしみる演奏でした。日々大変なこともありま

すが、がんばろうと思いました。  

〇  大変感動いたしました。心が洗われ勇気が出ました。本当にありがとうござい

ました。  

〇  フルートとオカリナの音色に心が癒され、お話に勇気づけられました。人と人

とのつながりや相手に感謝する気持ちを大切にしていこうと思いました。  

 

 

「ひとみ１１月号」のご意見・ご感想  

たくさんのご応募ありがとうございました。応募者

（正解者）の中から抽選により、「201７こころカレ

ンダー」をお届けしました。また、たくさんのご意見・

ご感想をありがとうございました。今後の参考とさせ

ていただきます。  

 

〇  「男女共生社会に向けて」を読んで、私が若いころは、『４コママンガ』のよう

な社会でした。今、男女がそれぞれの個性と能力を発揮できる社会になっている

ので、よい時代になったと思います。自分らしさは一人一人違っていていいんだ

と思います。  

〇  絵を見るのが大好きなので、受賞者の子どもたちの絵を見るのを楽しみにして

います。クロスワードパズルもいつも楽しくやっています。  

〇  「ひとみ」を読んで勉強になります。人権作文やポスターを見て、みんなと支

え合い助け合い、思いやりの気持ちで接していかなければならないと思いました。 

〇  子どもたちが、ちゃんと世の中の出来事を見ているし、観察して自分の考えを

しっかりともてているなと感心しました。  

「ひとみ 11 月号」  

人権クロスワード  

パズルの答え  

「ありがとう」  


